
これまでのごみ減量化施策について

［資源化品目の追加］の主な事業

№ 名称 概要 実績

1

2 古着の拠点回収

雑がみの分別徹
底

・令和３年４月策定の一般廃棄物処理基本計画【改訂版】に、「雑
がみ」を重点施策に位置づけ。
・令和３年３月、雑がみの分別を推進するため、「雑がみ専用保管
袋」63,000部を作成。
・令和３年４月、市政だより４月号と同時に「雑がみ専用保管袋」
を全戸に配付。
・令和３年８月、雑がみ分別方法の動画をホームページで公開。
・令和３年７月と11月の使用済小型家電無料回収の来場者に配布。
・春と秋の海ごみゼロウイーク清掃活動などで参加者に配布。
・令和４年度と令和５年度は、町内会・市民向け「ごみ分別・減量
説明会」、「ごみステーション立会い・排出説明」の中で、雑がみ
・プラ分別チラシを配布。

・「雑がみ分別徹底」の効果は、複数の区分に影響することから単
純に比較できないが、令和３年度、令和４年度の古紙回収量は、ペ
ーパーレス化が進む中にあっても、人口減少率よりも少ない減少率
に留まっており、燃やせるごみ削減に繋がっている。
・人口（R2→R3：▲1.98％、R3→R4：▲1.13％）
・古紙（R2→R3：▲1.06％、R3→R4：▲0.98％）

・令和３年４月策定の一般廃棄物処理基本計画【改訂版】に、「古
布」をリサイクル品目に位置づけ。
・令和３年９月、家庭から排出される状態の良い古着の拠点回収
（11箇所）を開始。
・令和５年度より公共施設12箇所で実施。

・令和３年度18.4トン、令和４年度30.0トン、令和５年度（９月ま
で）15.3トンの古着を回収し、燃やせるごみの削減に繋げた。
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［市民・行政との連携、協働の取組の推進］の主な事業

№ 名称 概要 実績

3 全市一斉ごみ減量運動

〇全市一斉ごみ減量運動
・令和４年度から、毎年、６月と９月を「全市一斉ごみ減量運動」期間としました。
・期間中、ごみ減量に向けた市民協働の取組として、地区区長会向け「ごみ分別・減量説明会」の開催、市清掃指導員による「ごみステ
ーションでの立会い・排出説明」を実施しました。
・また、令和５年度からは、各地区の環境美化推進協議会でも、この運動と連動して、ごみステーションでの立会いも実施しています。

〇地区区長会向け「ごみ分別・減量説明会」の開催
・令和４年度から、市職員が地区区長会の会議に参加し、ごみの分
別と減量について説明を実施。

令和４年度実績
実施数：11区長会　参加者数：267名

令和５年度実績（令和５年10月時点）
実施数：12区長会　参加者数：201名

〇ごみステーションでの立会い・排出説明
・全市一斉に、ごみステーションでの、ごみ分別と減量などの適正
排出の啓発を、市の清掃指導員、町内会役員などで実施（毎年６月
、９月）
・令和７年度までに全507町内会で実施することを目標とする。
・令和４年９月から本格実施。
・令和５年度、４地区の環境美化推進協議会が５町内会７ステーシ
ョンで立会いを実施

【令和４年度】
・実施数
159町内会／507町内会（31％）
・啓発できた人数
区役員　545名
排出者　554名
合　計　1,099名　
・ごみ分別・減量５分間説明会
実施数　39町内会（25％）

【令和５年度】
・実施数
152町内会／506町内会（30％）
・啓発できた人数
区役員　463名
排出者　459名
合　計　922名
・ごみ分別・減量５分間説明会
実施数　54町内会（36％）
・環境美化推進協議会では、４地
区、５町内会、７ステーションで
立会いを実施
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№ 名称 概要 実績

4

5

使用済小型家電
の無料回収

・令和３年４月策定の一般廃棄物処理基本計画【改訂版】に、認定
所業者による「小型家電」リサイクルを位置づけ。
・令和３年年度から「燃やせないごみ」として収集していた使用済
小型家電と、一部のパソコン類（市で収集しないもの）について、
認定事業者によるリサイクル回収を実施。
・平日は、アマルク会津町北、アマクル会津一の堰の２箇所で常時
回収していることを広報。

【令和３年度実績】
・実施日：7月18日（日）、11月21日（日）
・回収量：12.3トン（うち、通常はごみステーションに出している
燃やせないごみ　4.7トン）
【令和４年度実績】
・実施日：6月19日（日）、10月16日（日）
・回収量：4.4トン（うち、通常はごみステーションに出している燃
やせないごみ　2.4トン）
【令和５年度】
・10月22日（日）実施予定

見守りカメラの
運用

・不法投棄及びごみステーション等への悪質な違反ごみの投棄の防
止を目的に違反ごみ等見守りカメラシステムの保有・運用を行う。
・令和４年度、見守りカメラシステム３台導入

・令和５年１月、全区長宛に違反ごみ等見守りカメラシステムの運
用に係る通知発送。
・令和５年３月から運用開始。
【令和４年度実績】１町内会で１か月運用
【令和５年度実績】１町内会で２か月運用　※令和５年10月時点
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№ 名称 概要 実績

6
消滅型生ごみ処
理容器等の普及
拡大

〇生ごみ削減モニター事業
・市民に生ごみ処理機等を無償で貸し出し、ごみの減量効果などを
調査する（期間：10月から12月）
　①乾燥型電動生ごみ処理機８基（３か月間）
　②段ボールコンポスト５基（１か月間）
　③消滅型生ごみ処理容器作成キット18基（１か月間）

【令和４年度実績】
・１人１日あたりの削減量の実績
　①電動生ごみ処理機：48g
　②段ボールコンポスト：94g
　③消滅型生ごみ処理容器：67g

〇生ごみ処理容器「キエーロ」学習会
・消滅型生ごみ処理容器（キエーロ）の取組拡大に向けて、夏休み
期間に家族で参加できる説明会を開催するなど、各家庭における燃
やせるごみの重量の削減へと繋げる。

【令和５年度実績】
・開催日：８月３日（木）、８月４日（金）
・実績：８月３日（14組　32名）、８月４日（14組　31名）
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［ごみの見える化の推進］の主な事業

№ 名称 概要 実績

7

8

ごみ情報紙「へ
らすべぇ」の発
行

・令和３年４月策定の一般廃棄物処理基本計画【改訂版】に、「情
報紙の発行」を重点施策に位置づけ
・令和３年９月、ごみの見える化を推進するため、ごみ単独の情報
紙を創刊。

・ごみ情報紙「へらすべぇ」令和３年９月創刊。毎年度６月、９月
、12月、３月発行

生活系燃やせる
ごみ組成分析（
市単独）

・市内のごみステーションから出される生活系燃やせるごみについ
て、国の基準に基づくごみ質検査（組成分析）により、排出状況の
実態を把握し、その内容を公表する。

・令和５年度から業務委託により、年４回実施（５月、８月、11月
、２月）

創刊号
（令和３年９月)

№ 年度 月 特集テーマ

1

令和３年度

９月 ○９月から古着の回収を始めます

2 ○みんなで取り組もう生ごみと食品ロスの削減

3 ３月 ○プラスチック製容器包装を正しく出そう！

4

令和４年度

６月 〇資源にもなる生ごみ！処理の方法を変えよう

5 ９月 〇目指そう、ゼロカーボン！減らそう、ごみ排出量！

6 〇はじめよう、資源物回収！

7 ３月 〇資源の循環で目指そう、ゼロカーボン！～リユース・リデュースで実現するサステナブルな社会～

8
令和５年度

６月 〇生ごみが消える！生ごみ処理容器「キエーロ」が便利で楽しすぎる

9 ９月 〇身につけよう、ごみを減らす「新習慣」

12月

12月
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№ 名称 概要 実績

9

10

11

［事業系ごみの減量・資源化の啓発］の主な事業

事業系燃やせる
ごみ展開調査（
市単独）

・事業系燃やせるごみに含まれる不適正ごみを調査・研究する。
・令和２年度から年１回実施

【令和２年度実績】
・「事業系廃棄物分類早見表」と一緒に、市内の許可事業者及び排
出事業者へチラシを送付（令和３年３月）

事業系燃やせる
ごみ組成分析（
市単独）

・市内の事業所から出される事業系燃やせるごみについて、国の基
準に基づくごみ質検査（組成分析）により、排出状況の実態を把握
し、その内容を公表する。

・令和４年度から業務委託により、年４回実施（５月、８月、11月
、２月）

事業系ごみの適
正排出対策

・令和３年４月策定の一般廃棄物処理基本計画【改訂版】に、「事
業系ごみの適正排出」を重点施策に位置づけ。

【令和３年度実績】
・「事業系ごみガイドブック」を作成し、市内の排出事業者591、許
可事業者23及び資源物回収業者９へ送付（令和４年３月）合計623部
【令和５年度実績】
・商工会議所と連携したアンケートを実施。
・事業所や収集業者への排出状況やごみ減量・再資源化に関する聞
き取り調査。
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